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研究成果の概要（和文）：iPS細胞からCD34陽性CD38陰性CD43陽性の造血幹細胞様血球を作成、および多系統の
血液細胞への分化誘導させることが可能とした。具体的なプロトコールは、iPS細胞を10T1/2細胞と共培養し、
day1からday4にBMP4、day4からday9までIL3、day9からSCF、FLT3、TPO、IL3で順次サイトカインで刺激すると、
造血幹細胞に認められるCD34陽性CD38陰性CD90陽性分画を認めた。誘導したCD34陽性造血前駆細胞をそれぞれ顆
粒球、単球、赤芽球、巨核球への分化誘導が可能であり、多系統への分化能が保持されていることを示した。

研究成果の概要（英文）：We established to create multipotential hematopoietic progenitor cells using
 human iPSCs. In this protocol, human iPSCs and 10T1/2 feeder cell were co-cultured BMP4,IL3,SCF,
FLT3 and TPO sequentially. After 2 weeks later, human progenitor cells derived from iPSCs were 
emerged on the feeder cells. These progenitor cells revealed specific marker phenotypes, CD34 
positive, CD34 negative and CD90 positive fraction. These progenitor cells is able to 
re-differentiated to several cells, such as myeloid cell, erythroid cells and platelets and have 
multi-potential capabilities.

研究分野： 幹細胞研究

キーワード： iPS細胞　造血幹細胞
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、ヒトiPS細胞を用いて、骨髄移植に使用できる造血幹細胞を樹立誘導することである。白血病をはじ
めとする造血器腫瘍の根治治療として造血幹細胞治療がある。これまでは、骨髄バンクや臍帯血によって、ドナ
ーを得ていたが、骨髄バンクには適切なドナーがいない場合や、コーディネートに時間がかかること、臍帯血は
十分な細胞数が確保出来ないといった問題があり、十分な治療が出来なかった。HLA 一致のヒトの血液から速や
かに iPS を樹立し、さらに造血幹細胞に誘導する。この新たなドナーソースの作成は、骨髄バンクを基板とし
たこれまでの移植医療を変革する可能性があると考えられる。
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１．研究開始当初の背景 
白血病をはじめとする造血器腫瘍の根

治治療として造血幹細胞治療がある。これま

では、骨髄バンクや臍帯血によって、ドナー

を得ていたが、適切なドナーがいない場合や、

コーディネートに時間がかかること、臍帯血

は十分な細胞数が確保出来ないといった問

題があり、十分な治療が出来なかった。造血

器腫瘍の治療は、化学療法だけでは根治治療

とならないことが多く、根治治療として造血

幹細胞移植されている。どのタイミングで適

切なHLA一致の移植を行うことが出来るかに

よって治療の予後に大きく影響する。白血病

の第一寛解期にドナーコーディネートが進

行しない、あるいは HLA が一致しないことか

ら移植後の免疫学的拒絶反応が強く出るた

めに時には生命を奪うこともあり、移植医療

の大きな課題であった。この課題を解決する

ためにこれまで多くの研究者が、人工的な造

血幹細胞の作成の研究してきた。 

 
２．研究の目的 
  本研究の目的は、ヒトの血液由来人工多

能 性 幹 細 胞 induced pluripotent stem 

cells(iPS 細胞)を用いて、骨髄移植に使用で

きる造血幹細胞を樹立誘導することである。

白血病をはじめとする造血器腫瘍の根治治

療として造血幹細胞治療がある。これまでは、

骨髄バンクや臍帯血によって、ドナーを得て

いたが、適切なドナーがいない場合や、コー

ディネートに時間がかかること、臍帯血は十

分な細胞数が確保出来ないといった問題が

あり、十分な治療が出来なかった。申請者は、

HLA 一致のヒトの血液から速やかに iPS 細胞

を樹立し、さらに造血幹細胞に誘導すること

によってドナーソースとしてのiPS細胞由来

造血幹細胞を作成することをめざす。この新

たなドナーソースの作成は、骨髄バンクを基

盤としたこれまでの移植医療を変革する可

能性があると考えられる。 

 
３．研究の方法 

樹立した iPS 細胞を 10T1/2 feeder 細胞と

共培養、及びサイトカインで誘導することに

よって、iPS細胞からCD34陽性CD38陰性CD90

陽性の造血幹細胞様血球を作成、および多系

統の血液細胞への分化誘導させる 

 

４．研究成果 

 具体的には、iPS 細胞を 10T1/2 細胞と共

培養し、day1 から day4 に BMP4、day4 から

day9 まで IL3、day9 から SCF、FLT3、TPO、

IL3、VEGF をサイトカインで刺激すると、造

血幹細胞に認められる CD34 陽性 CD38 陰性

CD90 陽性分画（58.1%）を認めた(図 1)。ま

た、この方法では、非常に効率よく造血幹細

胞様の血球を産生することを可能とした。誘

導した CD34 陽性造血前駆細胞を、骨髄系、

赤芽球系、巨核球系の 3系統に分化誘導した

ところ、それぞれ顆粒球、単球、赤芽球、巨

核球への分化誘導が可能であり、多系統への

分化能が保持されていることを示した（図

2.3）。 

 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 
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